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令和６年度 北海道防災気象講演会

パネルディスカッション
「次の火山噴火に備える－北海道の火山防災とは－」

コーディネーター
ＮＨＫ札幌放送局 菅井 賢治 メディアセンター長

パネリスト
北海道大学大学院 理学研究院附属 地震火山研究観測センター 青山 裕 教授
札幌管区気象台 気象防災部 谷口 正実 火山対策調整官
洞爺湖町総務部総務課自治防災室 平間 剛志 室長
洞爺湖有珠火山マイスター 川南 恵美子 氏
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令和６年度 北海道防災気象講演会

パネルディスカッションテーマ

次の火山噴火に備える
－北海道の火山防災とは－

フェーズ① 2000年有珠山噴火について
フェーズ② 2000年噴火当時と現在との違いは
フェーズ③ 次の噴火に備える



（個人的な記憶）

○８月７日午前、夏休みの小学生、快晴の札幌で“入道雲”目撃

同日夜、火山灰で白く濁った雨に驚く

○後日、洞爺湖畔で軽石拾い集め、自由研究に

1977（昭和52）年 有珠山噴火

https://www2.nhk.or.jp/archives/movies/?id=D0009030151_00000

○１９７７年８月７日午前９時１２分、
山頂火口原から噴火
噴煙高 約１万２０００メートル
１週間に１０数回の噴火断続

○１１月以降、翌１９７８年１０月にか
けて水蒸気噴火・マグマ水蒸気噴火断続

○降雨による二次泥流 ３人が犠牲に

○地殻変動・新山形成は１９８２年まで



（ＮＨＫの主な放送）

○３月２８日以降、随時 総合・Ｒ１ 有珠山関連ニュース

○３月２９日～６月２４日 総合・Ｒ１ 深夜時間帯に「有珠火山情報」（ライブカメラ）

○４月３日～５月３１日 総合・Ｒ１（全道） 支援番組 「有珠山噴火 地元の皆さんへ」

○翌年まで１年間 ＮＨＫスペシャルなど全国／全道向け特集番組１０本

2000（平成12）年 有珠山噴火

○３月２８日午前０時５０分
「火山観測情報」（火山性地震増加）

○３月２８日午前２時５０分
「臨時火山情報」（有感地震観測など）

○３月２９日午前１１時１０分
「緊急火山情報」（数日以内噴火の可能性）
→伊達市・虻田町・壮瞥町 避難勧告

○３月２９日午後６時すぎ
道防災会議会見 「噴火、一両日中にも」

→１市２町 避難指示に切り替え
○３月３１日午後１時７分

西山西麓から噴火
○４月１日午前１１時３０分頃

金比羅山北西麓から噴火

https://www2.nhk.or.jp/archives/movies/?id=D0026010084_00000



○洞爺湖温泉地区 一次集合場所から避難所への移送



○避難所からの二次避難



2000年（有珠山噴火）当時

写真：東宮昭彦

• ちょうど年度替わりで，大学院の博士３年になるところ

• 噴火予知連総合観測班の一員として，噴火の数日後から２
週間ほど伊達市館山に設けられた臨時有珠火山観測所で，
観測・解析・資料作成に従事

• プレハブでの深夜作業（朝3～4時まで）はとにかく寒
かった記憶野球場横の臨時観測所

• 2001年４月から，壮瞥町立香に移設された（新）有珠火山観測所で勤務

• 活動開始からしばらくの間は，全国の大学や研究機関から多くの火山研究者（主要大
学の教授も含む）が集まり，一定期間ごとに交代で観測所に滞在して，調査観測の継
続に向けて連携が取られた．

• 有珠山噴火以降では同様の体制が取られたことはなく，仮設観測所であっても火山近
傍で山の見える場所に研究者が集まる場所が設けられたことが大きかったと思われる．

○2000年噴火時の私

○2000年噴火時の観測所

○その後
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2000年有珠山噴火

○有珠山監視は札幌管区気象台へ
・１月に室蘭地方気象台から転出するも、地震増加を受け札幌へ応援

○３月31日噴火当日
・札幌管区気象台地震火山課現業室で監視業務中に監視カメラで噴火を目撃

○災害対策本部（ミニ霞が関）
・噴火後、伊達市役所に設置された国の災害対策本部に派遣

3/28～4/3 >1000回

札幌管区気象台地震火山課へ応援

有珠山地震増加

伊達市役所の災害対策本部へ派遣

噴火開始

元官署へ戻る
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有珠山の観測体制_2000年噴火前と現在

気象庁地震観測点を■，波形分岐された大学など総合観測
班の地震観測点を□，★は気象庁の監視カメラ

2000年噴火前の観測体制

現在（2024年８月１日）の観測体制

地震計４点⇒12点
監視カメラ１点⇒２点
傾斜計5点、空振計3点、GNSS9点増強
（北海道大学、国土地理院、防災科学技術研究所からの分岐含む）

★東湖畔



有珠山の地震活動に対する認識の変化

2021年3月9日に発生した群発地震は，
「有珠山は嘘をつかない」という「経験」
への認識を見直すきっかけ

火山活動解説資料（R3.3）

噴火に至らない程度の一時的な活動活発化は
有珠山でも起こる（僅かなマグマ貫入？）
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有珠山の噴火警戒レベル判定基準改定（2023年）

（１）レベル４、５の引上げ基準
①地震活動の程度を示す定量的指標として地震波エネルギー放出率を活用
②「体に感じる地震」の検出に有感相当マグニチュードを活用
③「膨張性地殻変動」の検出に地殻変動観測（傾斜計記録）を活用

（２）地震増加によるレベル２引上げ後の１引下げ基準
①地震活動低下の判断に地震波エネルギー放出率を活用

気象庁URL
https://www.data.jma.go.
jp/vois/data/tokyo/keik
ailevelkijunn.html

▼「噴火警戒レベル・リーフレット」一部変更

▼「判定基準表」と「判定基準の解説」を改定、ＨＰで公開

二次元コード
「噴火警戒レベルの判定基準」

（Google Chromeで作成）

・どのような状況になると噴火警報を発表するのか、その考え方を

関係方面と共有できるように、噴火警戒レベルの判定基準を公表

気象庁URL
https://www.data.jma.go.j
p/vois/data/tokyo/STOCK/
level/PDF/level_112.pdf

定量化・客観化
した項目を追加

2023/11/6改定



火山マイスターが必要とされるところは多岐にわたり…

修学旅行生などへの防災教育 地域の子供たちとの登山学習会

小中高校・大学への火山ガイド

副読本制作の協力

出前授業



火山マイスターが必要とされるところは多岐にわたり…
JICA、中南米、インドネシアなど火山国
からの研修への協力箱根や御嶽山などの火山地域での講

演

日曜討論やブラタモリへの出演も
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○ダンボールベッド・パーテーションの組立体験



○中学生のDoHUGのようす



大学や火山学業界を取り巻く環境の変化

1974 1979 1984 1989 1994 1999 2004 2009 2014 2019

第1次

第3次

第7次

第9次

火山噴火予知計画

地震予知計画

地震及び火山噴火予知の
ための観測研究計画

災害の軽減に貢献するため
の地震火山観測研究計画

第1次

省庁再編

大学法人化

阪神淡路
大震災

東日本大震災 御嶽山噴火

第2次

【問題点】
• 大学法人化以降の大学予算・人員削減，昨今の電気代高騰による研究費の大幅減
を背景とした，観測体制の縮小を含む大学活力の低下

• 火山研究者人口の減少，世代交代に伴う経験者不足（現業官庁を含む）

【改善した点】
• データ交換を含む，気象庁や他研究機関との協力体制の強化
• 気象庁への火山関係学生の就職率の上昇

【今後に期待したい点】
• 活火山法改正に伴い発足した火山調査研究推進本部による火山調査研究の推進援助

⇒ 火山本部の活動は，調査・観測だけでなく，情報発信等の観点からも重要

火山噴火予知計画に基づく調査観測研究，火山噴火予知連絡会・火山防災会議/協議会を
通じた防災対応・対策が進められてきた．
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ここ20～30年の気象台の火山業務

【改善された点】
・定員増：札幌管区には2000年有珠山噴火前は６名、各火山担当し
ていた５官署に各２名だったが、現在は札幌管区に32名在籍

・観測強化：基本的に各火山に１点だった地震計は４～５点に、空振
計や傾斜計、監視カメラ、GNSS観測装置を複数設置

【問題点】
・噴火対応経験者・中堅職員の不足
・観測点の故障対応

【今後に期待したい点】
・噴火警戒レベルの更なる高度化
・火山コンソーシアム事業
⇒次世代を担う職員の気象庁や研究機関、自治体等へ採用増
⇒火山防災力の強化


